
漢文の重要句法 
 

再読文字 

①未（いまだ～ず）まだ～ない 

②将、且（まさに～んとす）～しようと思う、～しそうである。 

③当、応（まさに～べし）当然～すべきである、きっと～だろう 

④宣（よろしく～べし）～するのがよい、～するのが適当だ。 

⑤須（すべからく～べし）～する必要がある 

⑥猶、由（なほ～ごとし）ちょうど～のようだ 

⑦蓋（なんぞ～ざる）どうして～しないのか 

 

否定 

①不、弗（ず）～しない 

②無、莫、勿、母（なし）～がない 

③無、莫、勿、母（～なかれ）～をしてはいけない【禁止】 

④非、匪（～にあらず）～ではない 

⑤不二常～一（つねには～ず）必ずしも～とは限らない。【部分否定】 

 不二必～二（かならずしも～ず） 
 不二倶～二（ともには～ず） 



 不二尽～二（ことごとくは～ず） 
 不二重～二（かさねては～ず） 
 不二甚～二（はなはだしくは～ず） 
 不二復～一（また～ず） 

⑥常不レ～（つねに～ず）いつも～ない。【全部否定】 

 必不レ～（かならず～ず） 
 倶不レ～（ともに～ず） 
 尽不レ～（ことごとく～ず） 
 重不レ～（かさねて～ず） 
 甚不レ～（はなはだしく～ず） 
 復不レ～（また～ず） 

⑦不二敢～一（あへて～ず）決して～しない 

⑧不可勝～（あげて～べからず）～しつくせないほど多い 

二重否定 

①無レ不レ～（～ざるはなし）～しないものはない 

②無レ非レ～（～にあらざるはなし）～でないものはない 

③非レ無レ～（～なきにあらず）～がないのではない 

④非レ不レ～（～ざるにはあらず）～しないのではない 

⑤不～不Ａ（Ａずんばあらず）Ａしないのではない 

⑥不レ可レ不レ～（～せざるべからず）～しなくてはならない 

⑦不レ能レ不レ～（～ざるあたはず）～しないではいられない 

⑧無二Ａ不一レＢ（ＡとしてＢざるはなし）どんなＡでもＢでないものはない 



使役 

①使二人 動一、令二人 動一（人をして動せしむ）人に動させる 

②命二人 動一レ 名（人に命じて名を動せしむ） 

 説（といて）、召（めして）、勧（すすめて）なども同様に使う 
 
 

受身 

① 見
（ら）る

レ～（ 被
（ら）る

・ 所
（ら）る

・ 為
（ら）る

） 

②為二

ル

～ノ所一

ト

レ～ 

③文脈上で受身となることが多い語 
 追ハル・斬ヒラル・叙セラル・ 謫セラル・誅セラル・流サル・任ゼラル・拝セラル・貶セラル・封ゼラル・ 
補セラル・用ヒラルなど 

疑問 

①～耶
か

（乎・邪・耶・也・哉・歟）→反語として「や」と読むときもある。 

   （例）斉 無レ人 耶。（斉に人無きか。） 
 ※何～乎…疑問の場合でも「乎」は「や」と読む。 

②何
なん

ゾ～（奚・胡～） 

③～何如
い か ん

（何如・奈何・何若） 

   （例）以二五十歩一笑二百歩一則何如。（五十歩を以って百歩を笑はば即ち何如。） 

④ 何
なにヲ

以
もっテ

～「どうして」 

 ※何
なにニ

由
よりテ

も同じ。 

⑤～スルハ何
なんゾ

也
や

。（～何哉）「どうして」 



⑥孰
いず

レカ
（「たれカ」と読むときもある）「どちら」 

⑦何為
な ん す

レゾ（何為・胡為）「どうして」 

 （例）何為斬二壮士一。（何為れぞ壮士を斬る。） 

 ※何
なん

為
すル

者
ものゾ

。のときは「何者であるか。」 

⑧安
いず

クニカ（悪
いづ

・焉
いづ

）「どこ」 

 

反語 
 文末の助詞は省略されることもある。 

①何
なん

ゾ～ン乎
や

（奚・胡～[乎・邪・耶・也・哉]）「どうして～だろう。」 

   （例）帝力何有二於吾一也。（帝力何ぞ吾に有らんや。） 

②豈
あに

～乎
や

（豈～[乎・邪・哉]）「どうして～だろう」 

  （例）豈能佩二六国相印一乎。（豈に能
よ

く六
りっ

国
こく

の相印
しょういん

を佩
お

びんや。） 

③安
いづ

クンゾ(悪
いづ

・焉
いづ

・寧
いづ

・烏
いづ

)～ン哉
や

（乎・邪・哉）「どうして～だろう」 

 

④敢
あ

ヘテ不
ざ

ラン
レ～乎

や

 「どうして～しないことがあろうか。」 

 ☆（注意）不二敢～一→「決して～しない」 

⑤不二亦
また

～一乎
や

「何と～なことではないか。」（詠嘆的反語） 

 （例）学ビテ而 時 習レ之、 不二亦 説
よろこ

一乎。 

⑥何為
な ん す

レゾ～ン（ヤ）（何為・胡為）「どうして」 

 （例）何為斬二壮士一。（何為れぞ壮士を斬る。） 

 ※何
なにニ

由
よりテ

、何
なんノ

故
ゆえニ

も同じ。 
 ※何

なにヲカ

為
なサン

。のときは「何になろうか、いや何の役にも立たない。」 



比較・選択 

① Ｂ 不レ如レＡ（Ｂ 不レ若レＡ）「ＢはＡに及ばない」 

（参考）如の読み 不レ如
シ

カ、莫
な

レ

シ

如
しく

ハ、Ａハ如
ごと

レ

シ

Ｂノ 

 

②Ａ二

ハ

Ｃナリ於 Ｂ 一

ヨリモ

  

 

③寧
むし

ロＡストモ、無レ

カレ

Ｂ 「ＡしてもＢするな」 

 

④与
よ

レ

リハ

Ａ寧
むし

ロＢセン 「ＡするよりはＢしよう」 

 

抑揚 

①Ａスラ且
か

ツＢ、況
いは

ンヤＣヲ乎
や

「ＡでさえＢした。ましてＣならなおさらＢだ。」 

 
 
 

限定 

①唯
た

ダ～ノミ（惟・但・徒・直・特） 

②独
ひと

リ～ノミ 「ひとり（ただ）～だけ」 

 

③～耳
のみ

（爾
のみ

・而已
の み

・已
のみ

・而已矣
の み

） 

 



④非
あら

二

ズ

徒
た

ダニ～一

ニ

、亦～。（非[不]徒[惟・但・徒・直・特]～、亦[又]） 
 「ただ～ばかりでなく、その上に～だ。」 

  （注）徒を「徒
いたず

らに」と読むときは「無駄に」という意味。 

⑤豈
あに

唯
た

ダニ～、亦～「どうして～だけだろうか、その上また～だ」 

 

仮定 

①若
も

シ （若、如）「もし～なら」 

② 苟
いやし

クモ「もし～ならば」 

③微
なか

二

リセバ

～一「もし～がなかったならば」 

④縦
たと

ヒ～トモ（縦
たと

ヒ・縦令
た と

ヒ・仮令
た と

ヒ） 

⑤ 雖
いへど

二

モ

～一

ト

（たとへ～としても） 

 

その他 

是
ここ

ヲ以
もっ

テ「こういうわけで、だから、そこで」（理由） 

以
もっ

レ

テ

是
これ

「これによって」 

於レ

テ

是
ここ

ニ「そこで」 

 


